
「埋込連用スイッチ」ご使用上のお願いとご注意�

安全に関するご注意�

電源15A →�

①1個用スイッチボックスにスイッチ1個取付�

電流最大15A
（電源）�

→I1

→I2

→I3

②連接取付（1個用スイッチボックス3個連接）�

（JIS試験法）�

（送り配線）� （3分岐独立配線）�

合計�
15A以下�

15A以下�

13.5A以下�
各々�
10.5A以下�

●各負荷への通電電流
（I1、I2、I3）のうち1つの
負荷への通電電流は、
最大13.5A、かつ各負荷
への通電電流の合計
（I1+I2+I3）は、15A以下。  

（各負荷へ）�

●各負荷への通電電流
（ I 1、I 2、I 3）は各々
10.5A以下。�

（電源）� （各負荷へ）�
→I1

→I2

→I3

●連用スイッチの定格は、電気用品安全法技術基準およびJISの
試験方法に基づいて、埋込ボックスに1個取付けて性能を確認
したものです。�

　　　　�

　　  お使いになるときは次のことに注意してください。�

①SL端子部の通電容量は15Aです。一つの端子部に対して、送り
容量と負荷容量を合わせて15A以下としてご使用ください。�

②スイッチを3個以上連接する場合は、通電電流を減少させて下さ
い。連接してお使いになるとそれぞれのスイッチの相互干渉に
よりスイッチ内部の温度が上がり、接続部分が酸化して異常温度
となる場合があります。（連接の個数、負荷電流容量、電源線の送り方、壁
の材料、断熱材の有無、などにより条件が異なりますが、右記を目安としてくだ

さい。）�

③通電電流が10Aを超えて使用する場合は、   2.0の電線による
配線をおすすめします。�

④施工に際しては、スイッチボックス内に電線が極力たまらないよ
うにご注意ください。�


